
●特殊粘着フィルム型抜きが、今まで
300シ ョットしか連続生産できな
かったが、この処理により
3,000シ ョット以上の連続生産
が可能になった。

●今まで金型に付着した粘着剤を
溶剤で除去していたが、
この処理によリメンテナンス回数を

大幅に減らす事ができ、アルコールで
拭き取る程度の軽作業になった。

|  |

涌テLナンスらくらぐ刃物も切力朦癌打ち
刃物や部品の表面に適しています。

lμm以下の被膜を98℃で師
下で焼成するため、金型の精密さを損ないません。■ 98°C以下

■ 高密着性・

■ RoHS指令及びREACH規制の有害物質は入つていません。

曰コZ履憂ヨロヨロ||1瑠副D    汚れをはじく

特殊製法のフッ素溶剤で98度以下の低温焼成を実現しました。

①プレス金型のバンチやダイ
②彫刻刃・トムソン刃
③丸刃(φ 300、 r3)

④シリンジ(内径φ50、 0300)チーズ

⑤ガラス、プラスチック、ゴムなどの各種素材
にも処理が可能。

⑥医療機器
⑦食品・衛生機器

【 SNフッ素コート】

刃物のすべり特性改善が、切れ味向上に直結。
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成分 官報
/AN示

番号 CAS No 含有量

シラン系化合物 新規少量 企業秘 05‐ 10%

]ブタノール 2-3049 71‐36‐3 984-9820/●

酢酸ブチル 2‐731 123‐ 86‐4 03‐05%

コーテイング液中の
PFOA・ PFOS分析

【要旨】
コーティング液中に存在するパーフルオロオクタン酸

(PFOA)及 びパーフルオロオクタンスルホン酸

(PFOS)の含有量を確認するため

LC‐MS/MSを用いて定量分析を行つた。

測定結果は表1の通り、PFOAおよびPFOSは検出下

限未満であり、化審法(第二種監視化学物質)をクリア

するフッ素コーティングです。

(当社入手データによる)

によるPFOAおよびPFOS濃度測定結果

試料中含有量ppm(μg/g)
試料名

コーティング液 く003 く003

SNフッ素コート表面の動摩擦係数はμ=009以下と

低く、ドライ潤滑面が得られます。(当社入手データによる)

回
LC‐MS/MS

n‐ヘキサデカンを用いた実験では

SNフッ素コートは、汚れの付着防止機能の磨耗耐久性が

10,000回以上の摩擦をクリアしています。

フッ素の鎖が、水や汚れを寄せ付けません。

(当社入手データによる)

接触角 (水 118・ 油78° )
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■ 初期莫J彰か  結晶性シリカ+フッ素樹脂(PTFE)
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